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企画管理部IT推進課課長 
岡田弘道様

Web会議を身近な
ものとする工夫

導入機種
PJP-100UH/5台

導入時期
2007年3月

基本構成
全国に11拠点を持ち、本社で2台を連結、
営業本部で3台を連結

東海加工紙株式会社様

会社概要  （2007年3月期）

昭和22年
2億2,000万円
約125億円
214名
ペーパータオル、食材紙、ペーパーバッグなど
各種業務用品の製造/販売など
静岡県島田市横井1-5-1
http://www.tokai-kakoshi.co.jp/

創 業
資 本 金
売 上 高
従 業 員
事 業 内 容

本社所在地
U R L

東海パルプ株式会社様の主要グループ企業である東海加工紙株式会社様は、業
務用ペーパータオルのトップシェアを誇る「タウパー」をはじめ、紙製品の製造/販
売を中心に事業展開を行っています。
静岡県の本社、東京の営業本部を含め、国内11拠点の事業所を持つ東海加工紙
株式会社様。営業会議や担当者会議等の全体会議を月１回以上のペースで行って
いましたが、日程や場所の確保等、さまざまな問題を抱えていました。
全社導入担当として選ばれた企画管理部 IT推進課 課長の岡田氏は、業務の効率
化を目的に、Web会議への移行を検討。通信やサポートシステムの信頼性を重視
し、最終的にアイ・ティー・テレコム株式会社様のMORA Video Conferenceを採
用しました。

PJP-100UHとMORA Video Conferenceを組み合わせた
Web会議システムの導入により拠点間の距離をなくすことに成功しました。
Web会議システムの導入

岡田氏は、Web会議システム導入による最大のメリットについて『Web会議であ
れば担当者をすぐに召集することが可能。お客様からの要望に対するレスポンス
が向上した。』と話してくれました。
従来の会議では日程や場所の調整等で時間がかかってしまいがちでしたが、Web
会議ではこれらの調整は不要。必要な時に担当者に連絡し、いつでも会議を開く
ことができるので、拠点間のコミュニケーションが著しく改善されました。
しかし、Web会議に移行した際には社内的にさまざまな課題がありました。ここま
でユーザビリティが向上し、クオリティの高いコミュニケーションが取れるようにな
ったのは、これらの問題を解決するために試行錯誤を繰り返し、あらゆる工夫を重
ねてきたからこその結果です。

Web会議システムによる変化

PJP-100UHを活用したWeb会議

通常のWeb会議では、各参加者はヘッドセットを付けて会話を行いますが、多人数が参加する本社や営業本
部には不向きでした。そこでWeb会議用マイクスピーカーの導入を検討。様々なWeb会議用マイクスピーカ
ーの中から、ヤマハの技術と実績が活かされているPJP-100UHが採用されました。これにより、ヘッドセット
のコードの煩わしさから開放され会議に集中できるようになり、さらにエコーキャンセラーが搭載されている
ので、聞き取りやすく高品質な音声での会話が可能。長時間の会議でも疲れなくなりました。
またPJP-100UHの大きな特長である連結機能を活用し、本社では２台、営業本部では３台のPJP-100UH
を連結接続。収音範囲を拡大し、多人数でのWeb会議への対応も可能にしています。また、持ち運びが簡単な
ことから、本体とケーブルにナンバーを付け、誰でもWeb会議の準備ができるように工夫しています。
岡田氏は最後に、「PJP-100UHはとても使い勝手が良いので、大阪支店や名古屋の営業所にもぜひ導入し
たい。今後のPJPシリーズにも注目しています。」とも話してくれました。

販売パートナー様の声

ヤマハのPJP-100UHは、音質が良く非常に安定しています。当社のWeb会議システムMORA Video Conferenceとの組み合わせも良く、お客様に安心してお薦め
することができます。PJP-100UH以外のPJPシリーズとMORA Video Conferenceを組み合わせたプランも、今後提案していきたいと思います。
アイ・ティー・テレコム株式会社　営業本部　法人営業部　モーラネット事業担当　ビジュアルソリューショングループ　新井麻奈様

PJP-100UH
希望小売価格：252,000円（本体価格 240,000円）
JANコード：49 60693 23264 4

会議システムに最適な32個のマイク、12個のスピーカー、適応型エコーキャンセラーを搭載した高性能マイクスピーカー
〈PJP-100UHの概要〉
●寸法／750(幅)×100(奥行)×65(高さ)mm　●重量／約2.9kg(電源アダプタ含まず)　●電源／AC100V 50/60Hz　●形状／会議用マイクスピーカー
●音声インターフェース／USB2.0 Full Speed、アナログ音声入出力(径3.5mmステレオミニジャック)、周波数帯域:300～7000Hz、本体スピーカー:アレイスピーカー12個、
　音量:85dB(0.5m)以上、本体マイク:アレイマイク16個×2列、指向性制御機能
●その他機能／適応型エコーキャンセラー、ノイズリダクション、ファームウェアリビジョンアップ機能(PCよりUSB転送)、対応OS:Microsoft Windows XP/2000/Vista
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